社団法人　千葉県社会福祉士会

平成２１年度第７回理事会議事録

1、 開催日時　平成２２年１月１６日（土）
2、 場所　千葉県労働者福祉センター401会議室
3、 出席者　会長　山﨑
　　　　　　副会長　林、目黒、神山
　　　　　　事務局長　岡本
事務局次長　稲永

　　　　　　会員理事　久保田、小倉、吉田、染野、北
　　委任状提出理事　　鈴木、五十嵐
欠席理事　会員：岸　会員外：長谷川、笠原、石川
欠席代議員　鳥羽田、篠田、出羽、須田　　欠席監事　稲葉、君和田
議題
　（１）報告事項に対する質疑

　 （２）議事(案)

　　　　　1.平成22年度事業計画および予算案について 

　　　　　2.役員選挙について

　　　　　3.平成21年度第2回総会議案について

　（３）その他

4、 議事録
· 出席者及び資料の確認

岡本事務局長より定款３３条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。山﨑会長より挨拶、定款３２条に基づき、山崎会長が議長を務める。

· 委員会報告・・資料参照、追加報告がある場合、下記

1．ぱあとなあ
・報告には入れていないがＨ22年度支部委託研修を受任するということですすめている。Ｈ21年度の研修では希望者が多く、9名断ったこと、また、現在の受任件数が62件となっており、研修を受けた方の登録する方が半分くらいしかいない。研修をして登録員を増やしていかなければならない。

→次年度の事業計画に載せているので問題ない
・養成研修の受講者の半分も名簿登録されない

→名簿登録を条件として養成研修の受講者を募集したらどうか？要検討

（質疑）

以前の理事会で出ていた法人後見の受任者が個人情報の漏洩の件に関する報告と相続の遺贈に関しての報告して頂きたい。
（回答）

・遺贈に関する条項を入れてしまったという件は辞任し、今、対応を本部と協議中である。

（質疑）
　任意後見人を辞任と遺贈を受け取る、受け取らないということは別であるが、遺贈の件はどうなったのか。

（回答）

　・辞任と同時にその人とは関係ないのではないか。

・むしろ、最初に遺贈書の作成を変更するのが最初の順番である。その後、業務を

続けるのかということになる。

後見人は辞任して遺贈の事実だけが残っていると問題だと思うので、そこを確認し報告していただきたい。

　・任意後見の公正証書は破棄されても、遺贈の方の公正証書が残っていればで問題である。必ず確認をお願いしたい。

2．千葉市一人暮らし見守り支援事業

・実態調査の調査票は概ね来週には完成する。２５日の週に配付をして1週間～１０日くらいで回収がくるので受け入れ態勢をとらなければならない。二次調査に行く部分について、個人情報のこともあり、かなり重要な情報が書かれているはずである。それを持っていかなければ相談員は仕事にならない。それをふまえて、２月の第1週には動く人は動かなければならない。そこだけ報告しておきたい。
・訪問員についてはヘルパー、社会福祉士にこだわらなくてもいいのではないか？

→点と線のメーリングリストを使って、会員へ呼びかけ
○ぱあとなあについての質疑
・ぱあとなあの報告事項について、Ｐ16
（１）支部におけるリスクマネジメントについて。
『活動報告書上は何の問題もないと読めても、支部でいろいろな問題が発生している。誰に損害がいくか？→被後見人→会』

となっているが、ぱあとなあの見解としては、会は関わっていないというスタンスである。それなのに、会に損害がこられたら、大変なことになる。

→これは本部のぱあとなあの担当者会議での話で、千葉県のぱあとなあが言っていることではない。

・千葉県社会福祉士会のぱあとなあである。日本社会福祉士会のぱあとなあの支部という意識をしているがそれは違う。
・本部からも文書が来ていたと思うが、考え方として、あくまで、支部の中のぱあとなあという意識を。

3．地域包括支援センター部会

・検討事項

①高齢者虐待専門職チームの事務的な流れについて→原文のまま承認

4．相談事業部会
・受刑を終えた障害者の社会復帰のための地域定着支援センターを千葉県に来年度予算で作るという話になっている。今、千葉刑務所に社会福祉士がすでに社会復帰調整官という形で非常勤で入っている。モデル事業として、県内２法人に委託して開始している。６月頃に公募をして受託する法人を決める。社会福祉士会に求める役割として、誤解や偏見を解くような発信をして欲しいという希望があった為、まずは、点と線掲載用に現在、社会復帰調整官をやっている会員に記事を書いていただいている。このような流れになっていることを了解いただきたい。
5．事務局報告
・事務局で把握している会員名簿が色々転職などで、混乱しているため、それを一度整理しとかなければいけない。今、データの見直しをしているところだが、次回の総会の資料の発送に併せて、それを確認するための確認用紙を会員の全会員に配布する。こちらで把握している個人情報を記載し、訂正あれば訂正し送り返して頂くという形で考えている。

【議事】
1．事業計画および、予算案

→完成稿を１月末として、それまでに修正等をおこなうこと

２．役員選挙について
・１０名以内となっている社会福祉保障分野が６名立候補

　　５名以内となっているその他分野が７名立候補

社会福祉保障分野が４名欠員、その他分野だけ選挙という形になる。選挙管理委員に全立候補届けを確認いただいき、欠格事由には該当しないと確認いただいた上での選考でいる。
→選挙管理委員会で討議いただいているところだが、欠員分については再募集をかける。

・選管の中で、その他分野の独立型の方々、NPO法人の方は業務内容に関して社会保障分野に入るのではないかという意見がでている。その扱いについて理事会の意見を求めたい。

→理事の中の大半が立候補しているので、公平性を欠くので、理事会からは意見を出さない。選管の判断に委ねる。
３．平成２１年度第２回総会議案について

A．事務経費拠出規則（案）

→・１０万越えない場合は免除でいいと思うが、１０万円の収入で年間３万の拠出金は多い。もっと段階的に２段階くらいの免除の程度を設定してもいいではないか。
　・３０万以上を３万円として、０万～１０万未満を全額減免、１０万～３０万未満を２/３の減免として、修正案を作り、総会提案していく。→賛成多数で承認
Ｂ．会費値上げについて
・月額で設定するか、年額で設定するか。→原案を年間５０００円で作成することを承認準会費、賛助会費についてはそのまま。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　板垣
